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１. はじめに 

景筐は、江戸時代に幕府天文方が太陽の南中高度を観測するために使

用した圭表儀の補助器具である。私たちは、景筐が太陽像を映すスクリ

ーンの役割をしていると考え、その検証に取り組んできた
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。今年度は、

景筐の斜めの「影板」に貼られた青紙について、像を鮮明に映す仕組みを

明らかにするための実験と考察を行った。その結果を報告する。 
 

２. 昨年までに明らかになってきたことの確認と再実験 

(1) 青紙の濃さと、見やすさについて 

「景筐」の「影板（スクリーン）」に貼られていた青紙の色の濃さを推

定するために、和紙を藍の染色液につける時間を変え、大勢の人に太陽

像が明瞭に見える濃さを選んでもらった。結果、異なる和紙でも、像の見

やすさのピークがあることは共通していることがわかった(図 2)。 

(2) Makalii による太陽・横梁の像の光度分布測定 

測定の結果から、白い紙では、横梁の像が明るくなるのに対し、青紙の

場合は、暗く明瞭に映ることが明らかになっている(図 3) 
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３. 紙の繊維による光の反射について 

以上の結果から、横梁の像の鮮明さの違いには、和紙を構成する繊維

の反射が関係していると考えた。そこで、プラスチック棒を紙の繊維に

見立て、それを束ねて和紙の模型を作った。一方は青い水性ペンで「染

色」して青い紙に見立て、もう一方は透明なままで、白い紙に見立てた。

そこに細く絞った懐中電灯の光を当てて光が周囲に広がるかを調べた。

その結果、プラスチック棒の束の一部だけに白色光を当てた時、青く塗

った棒は当たったところだけが明るくなったが、透明な棒は、光を当て

てないところにも反射光が広がり明るくなった。（図 4） 

次に、内部で光がどの様に、どんな方向に反射しているか調べるため

に、緑色の細い LED 光を当てて調べた。結果、染めてない棒は光を当て

たところから反射を繰り返し、様々な方向に光が広がっていった。一方、

青く塗ったものは LED 光の広がりがほとんど見られなかった。（図 5） 

これらのことから、青紙を使うと、太陽光が周りに広がらず、横梁の像

が光らずに暗いままとなるため、像が見やすくなることがわかった。 
 

４. まとめと今後の課題 

青く染めた紙は染めてないものより光を吸収するはたらきが

あり、太陽像と横梁の像を鮮明にして見やすくする効果がある

ことがわかった。今後は、実際の和紙の繊維でもプラスチック棒

のモデル実験と同じような反射が起きているのかを確かめると

ともに、表１のように、様々な種類の和紙で青紙を作って、スク

リーンとして適した紙やその条件を探していきたい。 
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